
教育研究上の目的 

 

大学（宇部フロンティア大学学則より抜粋） 

（目的） 

第１条 宇部フロンティア大学（以下「本学」という）は、学園創始の理念である「人

間性の涵養と実学の重視」を建学の精神に掲げ、教育基本法及び学校教育法の趣旨に

則り大学教育を施し、持続可能な社会の進展と福祉社会の実現に貢献できる人材を育

成することを目的とする。 

２ 人間社会学部は、現在社会における複雑化した諸問題を、「人間と社会のあり方」

の視点から総合的・横断的に、地域に密着した形で教育研究し、自らの力で課題を見

出し、最適の解決方法を考え、実行する能力を涵養することを目的とする。 

（1）人間社会学部福祉心理学科は、人々のニーズに応じた援助を医療、福祉、心理など

の現場で展開できる幅広い教養及び高度な専門的知識・技術、判断力をもつ人材の

育成を目的とする。 

３ 人間健康学部は、現在社会における複雑化した諸問題を、「人間と健康のあり方」

の視点から総合的・横断的に、地域に密着した形で教育研究し、自らの力で課題を見

出し、最適の解決方法を考え、実行する能力を涵養することを目的とする。 

（１）人間健康学部看護学科は、生命の尊厳や基本的人権を擁護できる高い倫理観、

幅広い教養、豊かな人間性並びに看護の現象・事象に的確に対応できる高度な専

門的知識・技術、判断力を備えた看護職者の育成を目的とする。  

 

大学院（宇部フロンティア大学大学院学則より抜粋） 

（目的）  

第２条 本大学院は、人の心の問題を探求し、高度にして専門的な臨床心理学等の理論及

び応用を教授研究するとともに、幅広い知識と実践能力を兼ね備え、社会の進展と人類

の福祉に寄与・貢献できる「こころ」の専門家を養成することを目的とする。 

 


